
崩壊性地すべりに関する検討

資料 ４2－④、行（３）
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崩壊性地すべりに関する文献調査

• 概ね30度未満の緩斜面で、降雨によって突発的に発生し、土塊の大半
が地すべり地から抜け出たものを「崩壊性地すべり」として文献を収集し
た。

• 26災害、 71事例について基本情報、図面、写真等をリスト及びカルテに
まとめた。

各災害のリスト・カルテの例（26災害） 各事例のリスト・カルテの例（71事例） 43



崩壊性地すべりに関する文献調査

• 文献収集の結果、下記26災害が対象となった。

昭和46年(1971)  台風第23号
昭和47年(1972)   7月豪雨
昭和51年(1976)   台風第17号
昭和53年(1978)   6月豪雨
昭和57年(1982)  7月豪雨（長崎大水害)  
昭和62年(1987)  台風第19号
平成5年(1993)  8～9月鹿児島豪雨
平成9年(1997)  7月梅雨前線
平成10年(1998)  8月末豪雨
平成11年(1999)  7～8月豪雨
平成14年(2002)  11月長雨
平成15年(2003)  7月集中豪雨
平成16年(2004)  新潟豪雨

平成16年(2004)  台風第10・11号
平成17年(2005)  台風14号
平成18年(2006)  6月長雨
平成18年(2006)  7月豪雨
平成23年(2011)  台風12号
平成24年(2012)  7月九州北部豪雨
平成25年(2013)  7月山口・島根豪雨
平成25年(2013)  7月新潟豪雨
平成27年(2015)  9月関東・東北豪雨
平成28年(2016)  台風第10号
平成29年(2017)  7月九州北部豪雨
平成30年(2018)  7月岐阜県内豪雨
令和元年(2019)  東日本台風
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調査結果（降雨状況）

降雨の激しさの程度を示す指標として、100年確率日雨量比（R）を算出。
R≧1が80％を占め、豪雨での発生事例が多い。
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発生源の傾斜（ｓ） 文献での地すべり地形の記載の有無

調査結果（地形的特徴）

発生源の傾斜は30度未満の緩斜面で発生した事例が82％、地すべり地
形の記載がない事例が86％であった 。明瞭な地すべり地形が認められな
い緩斜面で発生している。
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100年確率日雨量比1未満で発生した崩壊性地すべりの特徴

• 地すべり地形、斜面下部切断、流れ盤構造がある事例の比率が高く、
30°未満の斜面で発生した事例のみ。（引き続き精査予定）

1978
6/24

鹿児
島

147/日 0.5 19 凝灰岩 死者2名 1

1993
8・9月

鹿児
島

236～
370/日

0.8～1.2 24～29
降下火砕堆
積物

死者38名 3

1997
7/10

鹿児
島

275/日 0.9 26 溶岩 死者21名 1

1999
7・8月

北海
道

90/日 0.5 15 海成堆積岩 1

2002
11/8

石川 77/日 0.4 12 海成堆積岩 1

2005
9月

宮崎
398～
464/日

0.9～1.0 16～30 付加体 4

2006
6/16

沖縄 102/日 0.3 27 海成堆積岩 1

2013
7/29

山口 93/日 0.3 28 海成堆積岩 1

2017
7/5

大分 330/日 0.9 24～29 溶岩
死者1名
負傷2名 4

平成11年(1999)
7～8月豪雨

平成29年(2017)
7月九州北部豪雨

崩壊源の
平均傾斜
（°）

平成25年(2013)
山口・島根豪雨

平成14年(2002)
11月長雨

平成17年(2005)
台風第14号

崩壊性地
すべり事
例による
人的被害

事
例
数

発生
年月
日

降雨による
災害（台風など）名

最大
日or24h
降雨量
(mm)

100年確率
日雨量比（=

最大日雨量/100
年確率日雨量）

主な
地質条件

被災
地域

昭和53年(1978)
6月豪雨

平成18年(2006)
6月長雨

平成5年(1993)
鹿児島豪雨

平成9年(1997)
梅雨前線豪雨

地すべり地形の記載の有無

R≧1

R＜1

斜面下部切断の有無

R≧1

R＜1

R≧1

R＜1

地質構造 発生源の傾斜（°）

R≧1

R＜1

100年確率日雨量比 (R)

20％
（14事例
/9災害）
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崩壊性地すべりが発生した豪雨災害の頻度

• 崩壊性地すべりが発生した豪雨災害の件数は近年増加している。
• 1995年以降は、関東以北においても発生事例が見られる。

注）複数の崩壊性地すべりが発生しても
一連の災害は1とカウント

中部以西 関東以北
(新潟県を含む）
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崩壊性地すべりの類型

降下火砕堆積物・流れ盤は、15 / 71事例（21％）、5 / 26災害（19％）。海
成堆積岩・流れ盤は、15 / 71事例（21％）、9 / 26災害（35％）。
それぞれ類型として整理できる可能性が高い。

地質・地質構造別の構成比
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降下火砕堆積物・流れ盤

降下火砕堆積物が流れ盤（風化軽石層等の弱層）をなす斜面で発生する
「崩壊性地すべり」は、一つの類型として整理できる可能性が高い。

2019/10/12
令和元年東日本台風
群馬県富岡市
内匠地区
（若井ほか, 2020）

2005/9/4～9/6
平成17年台風14号
宮崎県-中部～南部
切寄地区
（国土交通省, 2005）

1998/8/27
平成10年8月末豪雨
福島県
からまつ荘
（井口, 2001）
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海成堆積岩・流れ盤

海成堆積岩の流れ盤（層理面、風化層境界等）で発生する「崩壊性地すべ
り」も、一つの類型として整理できる可能性が高い。

2004/7/13
平成16年新潟豪雨
新潟県出雲崎町
中山地区
（新潟県砂防課, 2005）

2013/7/30
平成25年 7月豪雨
新潟県長岡市
湯ノ沢地区
（新潟県砂防課, 2017）

2016/8/24
平成28年台風第10号
北海道羅臼町
昆布浜
(石丸ほか,2017)
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崩壊性地すべり

地質構造等に由来する流れ盤状の
弱層、境界層の存在

土塊の急速な移動と
崩壊

弱層、境界層に由来するすべり面の
強度低下による大変位

30度未満の緩斜面でも突発的に発生する、土塊の大半が地すべり地から
抜け出るような急速かつ移動量の大きい土砂移動

すべりの発生

崩土の流下
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「海成堆積岩・流れ盤」類型の特徴

• すべり面、地形、地質、地下水等の特徴に関わるキーワードを文献から
抽出。

• モデル地区におけるGIS分析では、これらの要素に着目して検討をする
予定。

すべり面

地形

層理面、風化岩と新鮮岩の境界

地質

地下水

段丘面、緩斜面、凹状地形

泥岩、崩積土

地下水位（間隙水圧）の上昇、湧水
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今後の検討項目（予定）

• 崩壊性地すべりの事例集の作成
（地震起因も含めて整理、各事例の精査を予定）

⇒土砂災害の類型、頻度

• 崩壊性地すべりに関係する降下火砕物の分布の検討
⇒地域のリスクの高低

• 崩壊性地すべりが発生しやすい箇所の特徴の検討
（モデル地区におけるGIS分析）
⇒要注意な斜面の特徴
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崩壊性地すべり事例集の作成

① ②

③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧

【基本事項】
・発生年月日
・災害名
・発生場所

【誘因に関する事項】
・雨量（時間、日、連続）
・マグニチュード、震度、
震源の深さ等
・特徴や副次的な誘因

【規模など】
・規模（幅、奥行き）
・派生斜面の傾斜
・集水面積
・地形的滑動力示数

【被害】
・人的被害等

【地質条件】
・地質区分
・地質構造
・水理構造

【地形条件】
・明瞭な地すべり地形
の有無
・侵食等による下部
切断の有無
・集水域の頂部緩斜
面の有無

【平面図・写真】
・文献記載の平面図
・空中写真
・全景写真等

【GISデータ】
・GIS上の崩壊地ポリゴン
（文献トレースを主とする。
一部、地形判読等により補
完）

検討中
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崩壊性地すべり事例集の作成

⑨

⑩

⑪

【出典となる文献記載】
・文献に記載されている内容
・出典
・出典部分の抜粋

【出典となる文献】
・著者
・タイトル
・発行年
・雑誌名等
・巻号
・頁

【文献記載の断面図等】
・崩壊様式、地質等を示す
断面図等
・その他、文献の抜粋

検討中
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崩壊性地すべりに関する事項の今後進め方

①警戒避難を補足する情報としての活用検討
例）頻度は高くないものの大きな被害生じる土砂移動現象として、
・土砂移動現象の特徴
・発生実績
・発生するおそれのある大まかな地形、地質的特徴
・発生するおそれのある降雨の特徴
について、国土交通省HPに解説ページの掲載を検討。

②崩壊性地すべりの事例集の作成・公表

③崩壊性地すべりが発生しやすい箇所の特徴に関する継続した検討
→将来的に、より詳細な発生しやすい箇所の特徴に関する情報を提供

57


